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保育者養成校で学ぶ学生のもつ保育観に関する研究
-取得資格による比較より一

佐藤智恵1

A study on the child-caring belief of the students in early childhood education course 

Chie SATOl 

Abstract : In this research， questionnaire fonn surveys were conducted in order to discuss how 

the students studying at a childcare training school child-caring be1ief. In order to further ciarify 

how the students， who would like to obtain“kindergarten teacher's license and childcare 

certificate" and become childcare worker， view childcare， the similar survey was conducted also 

with those following a course for obtaining “kindergarten teacher's license and elementary school 

teacher's license"， and thereby factorial structures were revealed for each course. As a result， it 

was considered that the students taking the course to obtain “kindergarten teacher's license and 

childcare certificat巴"havethe belief of childcare such as (1) Would like children to be honest and 

positive， (2) Understanding in nursing， and (3) Would like to have outcomes of childcare. 
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目的

保育者養成校で学ぶ学生は，どのような保育

観を持っているのだろうか。これまで，学生の

保育観を考える際，実習の経験による変容とい

う視点から明らかにされているものが多い。松

永ら (2002)は，学生らは実習前には「かわい

いjr母親がわり」など情緒的で理想化された
保育士観や子ども観を持っているものが多い

が，実習後には「個別性jr有能性」というよ
うにイメージを変化させたことを報告してい

る。松永らの研究は，保育者効力感という側面

から実習前後の変容を検討しているが，保育者

養成校学生の「保育観Jを扱った研究において
は，保育者効力感に焦点をあてたものが多い。

保育者効力感とは，三木・桜井(1998)により，

「保育現場において子どもの発達に望ましい変

化をもたらすことが出来るであろう保育的行為

をとることができる信念jと定義をされている。

1 神戸親和女子大学

三木・桜井(1998)は，実習での経験が学生の

保育者効力感にどのような影響を及ぼすかにつ

いて質問紙による調査を行い，実習経験が学生

の保育者としての自信を高めていることを明ら

かにした。一方，中村 (2006)は，実習経験が

保育者効力感を高めるという効果は見いだせな

かった事を述べている。また，堀 (2006)は，

保育者効力感の高い群と低い群では， r子ども
観j，r保育者観」を表わす言葉に違いがあった
ことを報告している。

一方，現職保育者の保育観や子ども観，保育

者のBelief1lなと守についての研究は， 1980年~

90年代にかけて幾っか行われている(赤塚ら

1981，森ら1985，森ら1986，藤崎ら1985・藤崎

ら1986，郁橋ら1989，中1996)。その多くは質

問紙法により調査された。森ら(1986)は経験

年数と保育への意欲・指導タイプと保育者の

Belief'の関係について，郁橋ら(1989)は幼稚

園教諭用の保育観尺度を作成し，教諭のもつ保

育観について，保育者の支配的態度，生活態
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度・秩序の管理・強制，子どもの主体的行動の

容認などの 6因子を抽出した。佐藤・七木田

(2007)は幼稚園教諭104名を対象として 5件

法によるアンケート調査を行った。アンケート

項目は，河村(1995)が小学校教諭のBeliefを

明らかにした「教師特有のBelief尺度」を幼稚

園教諭用に修正を行い作成した。その結果，幼

稚園教諭は保育職に就いていることへの喜び、や

やりがいを感じているもの，担任クラスの幼児

に強い責任を感じているもの，よりよい保育方

法を身につけることを重要と考えているものが

多いことが明らかになった。また河村(1995)

の小学校教諭特有のBeliefと比較をした結果，

幼稚園教諭特有のBe!iefと小学校教諭のそれは，

ほぼ一致していたが異なる点として，幼稚園教

諭の回答には I~でなければならない」という

イラショナル・ピリーフが含まれていないこと

が明らかになった。また，取得資格と幼稚園教

諭のBeliefには，その取得資格により異なる特

徴が見られた。幼稚園教員免許に併せて保育士

資格を持つものは， I明るく元気な子ども」と
の聞に「信頼感jを持つことを大切だと考えて

いるのに対し，幼稚園教員免許に併せて小学校

教員免許を持つものは子どもに「指導を素直に

聞く態度」を求め， I指導書を参考jにして継
続的に保育を進めることを大切だとしていた。

現職保育者の保育観については，保育者効力

感以外の視点からも明らかにされている。それ

は，保育実践には様々な事象が複雑に存在して

おり，子どもの「望ましい変化Jを考えるだけ
では保育が立ち行かないという現実があり，こ

れは保育者効力感という側面から保育観を明ら

かにする際の限界であると考えられる。このこ

とは，保育者養成校で学ぶ学生についても，同

様のことが言え，学生にも保育者効力感では明

らかにすることが困難な「保育観jも存在する

のではないか。保育者へとなっていく学生の

「保育観jを多面的に検討することは，保育者

養成において意義あることであり，保育者効力

感以外の側面からも考える必要があると思われ

る。また，学生においても取得資格免許による

保育観の違いの有無や保育者を目指す学生の独

自性があることが考えられる。この独自性を明

らかにすることは今後の保育者研究においても

必要な知見となると思われる。

そこで，本研究では，佐藤・七木田 (2007)

で明らかになった取得資格免許による保育観の

差に着目し，学生が目指す資格という観点から，

取得希望資格免許によって保育観に有無がある

のか，或いは，どのような違いがあるのかを明

らかにすることを目的とする。

方法

(1)アンケートの作成

アンケートは，佐藤・七木田 (2007)の幼稚

園教諭用の保育観尺度を元に作成した。具体的

な作成方法としては，まず，幼稚園教諭用の5

件法による質問紙を用い， 20XX年12月に全学

年30名ずつを対象に予備調査を行った。その結

果，アンケート項目数が68項目と多いことや，

類似している項目があることで，実践経験の少

ない大学生にとっては回答しにくい側面がある

と思われた。そこで，予備調査で得られた結果

に因子分析を行い「大学生の持つ保育観jをは

かるための38項目からなる新たな尺度を作成し

た(表1)。また，調査は無記名で実施し，フ

ェイスシートとして「将来就きたい職業」の質

問項目も設けた。

(2)対象者と依頼方法

対象者は， A大学B学科で学ぶ2年次生187

名である。 A大学B学科では， I幼稚園教員免
許と保育士資格」が取得できる「幼保コース」

と「幼稚園教員免許と小学校教員免許」を取得

できる「幼小コースjがある。 2年次より「幼

保コース」と「幼小コース」にコース分けを行

い，専門的な教科について学び始める九

今回の調査においては， I幼保コース」の学
生96名， I幼小コースJの学生91名に対して，
それぞれ20XX+1年の11月の講義時間中にアン

ケートの依頼を行い，記入できる時間を十分設

けた後回収を行った。回収率は100%であった。

なお，調査時点において， I幼保コースJの学
生は，保育実習 1(保育所・児童福祉施設でそ

れぞれ2週間ずつ)を， I幼小コースjの学生
は5日間の幼稚園観察実習をそれぞれ経験して

いる。本研究において2年次生の11月に調査を

実施した理由としては，学生にとっては2年次

でのそれぞれの実習が初めて本格的に保育実践

に触れる機会であり，それまで机上の学習から

形成されていた自己の保育観が，実践に触れる

ことにより，イメージだけでなく実感を伴うも

のとなることが考えられたからである。また，

2年次という下位学年であることから，大学に

おける学習や実習などの経験により卒業までに

今後も保育観を変容させていくことが予想でき

るが，本研究においては，初めて実践に触れた

η
r
“
 

内
〈

υ



状態の保育観に焦点を当てるものとする。

結果

(1)回答者が将来就きたい職業

1)幼保コース

(人)

80 

将来就きたい職業

40 

20 

。
保育士 幼稚園教諭未定・その他

図 1 幼保コースの学生が将来就きたい職業

回答者が就きたい職業として「幼保コース」

の学生では53名が保育士， 29名が幼稚園教諭と

96名中の殆どのものが乳幼児に関係する職業に

就くことを希望していた。その他としては事務

員など一般職が挙げられた。

2)幼小コース

(人)
将来就きたい職業

図2 幼小コースの学生が将来就きたい職業

「幼小コース」では，小学校教諭を希望する

者が62名と圧倒的に多かった。幼稚園教諭希望

者は15名，その他・不明は12名であった。保育

土希望者の2名は，大学でのカリキュラムとは

別に独自に保育士試験を受験し保育士を目指し

ているということであった。幼小コースにおい

ても「その他jと回答した12名は事務職などへ

の就職を希望しているものが大半を占めた。幼

小コースの学生は，幼稚園免許の取得は目指す

ものの，実際には小学校教諭として働きたいと

希望する者が多いことが特徴だと言える。

(2)学生の持つ保育観の分析

宮本 (2008)の分析方法に倣い，コース別に

因子分析を行い，それぞれのコースの学生のも

つ保育観の因子構造を明らかにする。

1)幼保コース

保育観尺度38項目の平均値，標準偏差の算出

:霊童置

を行った。「幼保コースJにおいては，フロア
効果は見られず，項目19，21， 24， 28， 37， 38 

の6項目において天井効果が見られたので，そ

れらを除いた32項目に対して主因子法による因

子分析を行った。その結果3因子構造が妥当で

あると考えられたので，再度3因子を仮定して

主因子法プロマックス回転による因子分析を行

った。その結果，十分な因子負荷量を示さなか

った8項目を除外し，再度因子分析を行った。

その後，十分な因子負荷量を示さなかった3項

目を除外した。最終的な因子パターンを表2に

示す。

第1因子は 8項目で構成されており， r幼児
はクラスのきまりを守り，他の幼児と協調して

いこうとする態度が望ましいj，r幼児は国で，
自分から進んで活動に参加する態度が望まし

いj，r幼児は担任の保育者の指導を素直に聞く
態度が必要である」など幼児が協調性や素直さ，

活発さを求める内容の項目が高い負荷量を示し

た。そこで，第 l因子を「素直さと積極性Jと
命名した。

第2因子は， 8項目によって構成されており

「保育者には，各人それぞれの保育者としての

タイプがあるj，r幼児と保育者の信頼関係の上
に，よい教育活動が実現するj，r保育職は，社
会的に価値のある仕事である」など保育職への

根本的な考え方に関する内容の項目が高い負荷

量を示した。そこで， r保育職の使命Jと命名
した。

第3因子は 5項目で構成されており， r幼
児は園では担任の保育者を親代わりの存在とし

て接することが大事であるj，r幼児は園生活上
で大事なことはまず担任の保育者に話すべきで

あるjなど幼児に対する養護的な関わりと，保

育活動による成果を求める内容の項目が高い負

荷量を示していた。そこで「保育者の養護性と

保育活動の成果」と命名した。

下位尺度聞の関連

大学生の持つ保育観尺度の4つの下位尺度に

相当する項目の平均値を算出し， r素直さと積
極性」下位尺度得点(平均3.34，SD0.49)， r保
育職の使命j下位尺度得点(平均4.09，SD0.40)， 

「保育者の養護性と保育活動の成果J下位尺度
得点(平均3.00，SDO.64)，とした。内的整合

性を検討するために各下位尺度の α係数を算出

した。「素直さと積極性」でα=.80，r保育職
の使命jでa=.74， r保育者の養護性と保育活
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動の成果jでα=.73，と十分な値が得られた。

「幼保コース」の学生の持つ保育観の下位尺度

間相関を表3に示す。 4つの下位尺度は互いに

有意な正の相関を示した。

表3 幼保コース学生の持つ保育観の下位尺度間相関

素直使命養護平均 SD α 

素直 一 .37紳 .54帥 3.34 0.49 .80 

使命 .28** 4.09 0.40 .74 

養護 3.00 0.64 .73 

** : p<O.Ol 

2)幼小コース

保育観尺度38項目の平均値，標準偏差の算出

を行った。「幼小コース」においても，フロア

効果は見られず，項目19，21， 24， 27， 28， 37， 

38の7項目において天井効果が見られたので，

それらを除いた31項目に対して主因子法による

因子分析を行った。その結果4因子構造が妥当

であると考えられたので，再度4因子を仮定し

て主因子法プロマックス回転による因子分析を

行った。その結果，十分な因子負荷量を示さな

かった7項目を除外し，再度因子分析を行った。

その後，十分な因子負荷量を示さなかった 1項

目を除外した。最終的な因子パターンを表4に

示す。

第l因子は6項目で構成されており， r保育
者の指導に素直に従う心がけが幼児にとって大

きな教育効果が生まれるj，r幼児は保育活動中，
保育者の指示どおりに行うことが大切であるj，

「クラス運営上，他の保育者から非難や指摘を

されないようなクラス運営をすべきである」な

ど幼児の行動を上手く扱えるような安定したク

ラス運営など保育者の指導力を示す内容の項目

が高い負荷量を示した。そこで，第 l因子を

「保育者の指導力」と命名した。

第2因子は 6項目によって構成されており

「保育職は社会的に価値のある仕事であるj，

「保育職は社会と文化，人間の未来に直接関わ

る公共的使命のある職業であるj，r幼児と保育
者の信頼関係の上によい教育活動が実現する」

など「幼保コース」の第2因子と類似した項目

であった。そこで，この因子を「幼保コース」

と同様に「保育職の使命Jと命名した。
第3因子は 4項目で構成されていた。この

因子も「幼児は固で自分から進んで活動に参加

する態度が望ましいj，r幼児はクラスのきまり

を守り，他の幼児と協調していこうとする態度

が望ましいj，など「幼保コースjの第 l因子

と類似した項目であり，幼児に対して協調性や

積極性，活発さなどを求める内容の項目が高い

負荷量を示していた。そこで「素直さと積極性j

と命名した。

第4因子は 7項目で構成されており， r保育
者と幼児は親しき中にも毅然たる一線を保つべ

きであるj，r幼児の保育や生活の指導などには，
ある程度の厳しさが必要で、あるj，r幼児は保育
活動中に挙手の仕方・発言の仕方など，規律の

ある態度が必要であるjなど保育活動における

規律や保育者の指導方法に関する内容の項目が

高い負荷量を示していた。そこで第4因子を

「規律と指導方法Jと命名した。

下位尺度聞の関連

大学生の持つ保育観尺度の4つの下位尺度に

相当する項目の平均値を算出し， r保育者の指
導力J下位尺度得点(平均3.18，SDO.59)， r保
育職の使命j下位尺度得点(平均4.01，SDO.52)， 

「素直さと積極性j下位尺度得点(平均3.58，

SDO.67)， r規律と指導方法」下位尺度得点(平
均3.53，SDO.56) とした。内的整合性を検討す

るために各下位尺度の日係数を算出した。「保

育者の指導力」でα=.81，r保育職の使命jで
α=.80， r素直さと積極性Jでα=.78，r規律
と指導方法jで日 =.73と十分な値が得られた。

学生の持つ保育観の下位尺度間相聞を表5に示

す。 4つの下位尺度は互いに有意な正の相聞を

示した。

表5 幼小コース学生の持つ保育観の下位尺度間相関

指導使命素直規律平均 SD 

指導 .45** .53** .41** 3.18 0.59 

使命 .34** .34材 4.01 0.52 

素直 .43** 3.58 0.67 

規律 3.53 0.56 

** : p<O.Ol 

考察

幼保コース学生の保育観の構造としては，第

l因子「素直さと積極性j，第2因子「保育職

の使命j，第3因子「保育者の養護性と保育活

動の成果」があることが明らかになった。また，

幼小コースの学生では，第 l因子「保育者の指

導力j，第 2因子「保育職の使命j，第 3因子

「素直さと積極性j，第4因子「規律と指導方法j
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という構造が明らかになった。幼保コースと幼

小コースの結果を比較し，幼稚園教諭や保育士

を目指して保育者養成校で学ぶ学生の持つ保育

観として以下の3点が考えられる。

(1)素直さや積極性を幼児に求める

幼保，幼小コース双方の結果に，項目 6，項

目11，項目 9が挙げられ，幼保コース学生も幼

小コース学生も幼児に対して素直さや積極性を

求めていることが明らかになった。素直である

ことや積極的であることは，教育や保育を行う

ものであれば少なからず願う子どもの姿である

のかもしれない。しかし，佐藤・七木田 (2007)

の結果では，幼稚園教諭免許に小学校教諭免許

を併せ持つものだけが幼児に「指導を素直に聞

く態度」を求めていた。幼稚園教諭免許と保育

士資格を取得するために養成校において学んで

いる学生は，今現在は「素直な」子どもである

ことに価値を置きながらも，今後，日々の保育

実践の積み重ねにより次第に保育観を変化さ

せ，必ずしも「素直なJ子どもでなくてはなら
ないとは考えなくなるのかもしれない。

(2)養護性への理解

幼保コースの学生の結果には， r幼児は園で
は担任保育者を親代わりの存在として，接する

ことが大事である」という項目14が挙げられた。

幼保コースの学生は，保育所実習の中で，基本

的生活習慣の確立を目指した養護的な関わりな

どから保育者と乳幼児の聞に存在する信頼関係

に気付き，そのことを保育者が「親代わり」的

な存在であると感じたのかもしれない。一方，

幼小コースで学ぶ学生も幼稚園での観察実習を

経験しているが，保育者を「親代わり」という

ように捉えたものは少なかった。それは，幼稚

園では保育所ほど養護的なかかわりが見られな

かったのかもしれないし，或いは幼小コースの

学生は，養護的な側面よりも教育的な側面に着

目していたことも考えられる。ただ，松永ら

(2002)は，保育実習後の学生には「母親がわ
り」などの情諸的な保育観がみられなかったこ

とを報告している。松永らの研究では保育実習

1 . IIを全て修了した3年次生を対象とした調

査であることから，幼保コースの学生も保育実

習での経験をより蓄積させることで，保育者を

「親代わりJという捉え方を変化させるように
なるのかもしれない。このことからは，幼小コ

ースの学生よりも幼保コースの学生の方が，保

育者という仕事を「優しい」ゃ「母親代わりJ
という情緒的なイメージで捉えているというこ

翠蓋薗

とも考えられる。

(3)保育実践は思うようにはいかない行為

幼小コースの学生からは，項目 2r保育の進
め方は指導書を参考にするjや項目29r効率的
な保育の方法を身につける」など保育方法に関

する項目が挙げられたのに対して，幼保コース

の学生の結果では，それらの項目は見られなか

った。保育実践においても幼児への指導方法は

重要であり，保育者は日々の試行錯誤を通して

よい指導方法をみつけようとしている。しかし，

学生にとってはまず r~ したらこうなった」と

いう自らの保育活動の結果が重要なこととして

捉えられたと思われる。一方でそれは，保育実

践が臨機応変な関わりが求められ，またこれと

決まった指導方法がないものだということを学

生が感じたとも考えられる。保育実践を進める

上でのクラス全体に対する言葉かけは，経験の

少ない学生にとっては乳幼児の反応を予想する

ことすら困難で、ある。 1回目の保育実習を終え

た学生にとっては，幼児への指導は「思うよう

にいかないjものだということを車壬験:したと思

われる。幼保コースの学生は，まだ漠然とした

感覚でしか保育実践を捉えられていないだろ

う。しかし， r保育は思うようにはいかない」
ということを経験したからこそ，単純に「指導

書を参考に」すればいいとは考えられなかった

のではないだろうか。

おわりに

本研究では，目指す免許資格の異なる大学2

年次生に対して保育観に関する調査を行った。

その結果，幼稚園教諭免許と保育士資格の取得

を目指す学生は，小学校教諭免許と幼稚園教諭

免許の取得を目指す学生とは異なる保育観を持

っていることが考えられた。これは，大学での

講義や実習での経験の影響，また希望する職種

によって異なった資質の傾向があることも考え

られる。今後は，保育者を目指す学生や，現職

保育者の中にどのような保育に対する捉え方が

あり，それがどのような経験に基づくものかと

いうことを，より詳細に検討する必要があると

思われる。

引用文献

赤塚徳郎・森林・大元千種・福井敏雄(1981)

保育者の行動特性と幼児の集団行動との関

連.広島大学教育学部紀要，第 l部， 30， 

F

、υ
円
台

υ



143-152. 

堀憲一郎 (2006)保育専攻学生はどのような保

育観を持っているのか 下関短期大学紀

要， 24， 25-41. 

藤崎真知代・熊谷真弓・藤永保 (1985)保育者

の保育経験と保育観に関する研究1.発達

研究， 1， 23-39. 

藤崎真知代・熊谷真弓・藤永保(1986)保育者

の保育経験と保育観に関する研究II.発達

研究， 2， 17・58.

河村茂雄(1995)教師特有のピリーフと児童の

学級適応についての考察.日本教育審理学

会第37回総会発表論文集， 535. 

松永しのぶ・坪井寿子・田中奈緒子・伊藤嘉奈

子 (2002)保育実習が学生の子ども観，保

育士観におよほす影響.鎌倉女子大学紀要，

9， 23-33. 

三木知子・桜井茂男(1998)保育専攻短大生の

保育者効力感に及ぼす教育実習の影響 教

育心理学研究， 46 (2)， 203・211.

宮本政子 (2008)乳幼児を養育する母親および

父親の育児支援に関する研究ー育児ストレ

ス構造の特徴と対処行動との関連一.小児

保健研究， 65 (5)， 729-737. 

森林・植田ひとみ・大元千種・西国忠男・湯川

秀樹(1986)保育者の指導意識の比較一経

験・意欲・指導タイプ別考察一.幼年教育

研究年報， 11， 13-23. 

森林・大元千種・西田忠男・植田ひとみ(1985)

幼児教育における指導法と保育イデオロギ

ー，広島大学教育学部紀要第 1部， 33， 

87-96. 

郁橋雅広・鍛冶則世・浅川潔司・横川和章

(1989)幼稚園教諭の保育観に関する研究

(1).日本保育学会大会発表論文抄録， (42)， 

722-723. 

中 俊博 (1996)保育者の保育観一幼稚園と保

育所の比較からみた一.和歌山大学教育学

部教育実践研究指導センタ一紀要 6，

129-141. 

中村多見 (2006)保育学生の保育観(1)一保

育者効力感の発達 高松大学紀要， 45， 

197-206. 

佐藤智恵・七木田敦 (2007)幼稚園教諭の

BelieHこ関する研究:小学校教員との比較

から広島大学大学院教育学研究科紀要.第

三部，教育人間科学関連領域， (56)， 333-

36 -

339， 

1)保育者のBeliefとは，森・植田・大元・西

田・湯川 (1986)が，保育観や子ども観，指

導観，イデオロギー，またその背景となる人

間観などを総称して呼んだ。

2) 2つのコース分けについては 2年次に学生の

希望により行われる。幼保コースと幼小コー

スでの履修科目は異なっている。例えば「保

育内容」に関する科目には，保育内容の研究

(健康)，保育内容の研究(人間関係)，保育

内容の研究(環境)，保育内容の研究(言葉)， 

保育内容の研究(音楽表現)，保育内容の研

究(造形表現)，保育内容の研究(身体表現)

の7科目があり，幼保コースの学生ではこの

全てを履修しなければならない。一方，幼小

コースの学生の場合は，このうちの4科目を

履修すればよい(ただし，幼小コースの学生

においても幼稚園教諭になることを希望する

ものは全て履修しなければならない)。実習

での違いは，幼保コースの学生は参加実習で

あるのに対し，幼小コースの学生は観察実習

である。この大きな違いは，参加実習では，

実際に部分実習を行ったり保育日誌や指導案

についても担当保育者から指導を受けるのに

対して，観察実習では，保育実践を観察する

ことが大きな目的となっていることである。

幼保コースで保育実習 Iを履修した学生は，

その後3年次に保育実習Eか保育実習皿を選

択履修することとなっている。一方，幼稚園

観察実習には幼小コースの全員が参加し，そ

の後，幼小コースの中で小学校教諭を目指す

ものは小学校教育実習，幼稚園教諭を目指す

ものは幼稚園実習をそれぞれ3年次に行う。



表2 幼保コース学生の保育観構造

翠番組

因子負荷量

11 111 

.73 .14 -.09 

.63 07 -.02 

.60 ー.11 .25 

.57 ー.09 -.07 

.54 .01 .22 

.52 ー.09 ー.04

.39 .29 .00 

.37 -.13 .25 

-.27 .71 .15 

ー.12 .63 -.01 

.22 .58 -.15 

.05 .47 -.33 

04 45 .11 

.26 .44 .00 

ー.12 .44 .23 

.04 .39 08 

-.11 .10 .76 

。。 -.06 .60 
.09 .10 .59 

.05 06 .44 

.33 -.06 .36 

11 111 

.43 .51 
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項目内容

10.幼児はクラスのきまりを守り，他の幼児と協調していこうとする態度が望ましい

9.幼児は園で，自分から進んで活動に，参加する態度が望ましい

11.幼児は担任の保育者の指導を，素直に聞く態度が必要である

8.幼児は自分だけが伸びる・進むことを考えるのではなく，クラスの友達全体を考えて
行動すべきである

16.幼児は保育活動中，保育者の指示どおりに行うことが必要である

7.忘れ物の多い幼児は，意欲に欠ける幼児が多い

5.幼児は園生活を通して，集団のきまり・社会のきまりを，身につけなければならない

6.幼児は，どの保育者の言うことも，素直に聞くべきである

27.保育者には，各人それぞれの保育者としてのタイプがある

32.幼児と保育者の信頼関係の上に，よい教育活動が実現する

35.保育職は，社会的に価値のある仕事である

30.保育の理論よりも，実践に基づいた経験が，保育を行う際の一番の力になる

20.クラス運営は，クラス集団の全体の向上が基本である

34.保育職は，社会と文化，人間の未来に直接関わる，公共的使命のある職業である

26.保育者と幼児は，親しき中にも，毅然たる一線を保つべきである

22.幼児の保育や生活の指導などには，ある程度の厳しさが必要である

14.幼児は園では，担任の保育者を親代わりの存在として，接することが大事である

13.幼児は，園生活上で大事なことは，まず担任の保育者に話すべきである

17.保育者の指導に素直に従う心がけが，幼児にとって大きな教育効果が生まれる

18.問題のある幼児，難しいクラスは，ベテランの保育者カf担当することが必要である

15.幼児は保育活動中に，挙手の仕方・発言の仕方など，規律のある態度が必要である

因子間相関 l 
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円

dnJ
 



表4 幼小コース学生の保育観構造

項目内容

17.保育者の指導に素直に従う心がけが，幼児にとって大きな教育効果が生まれる

16.幼児は保育活動中，保育者の指示どおりに行うことが必要である

23. クラス運営上，他の保育者から批難や指摘をされないようなクラス運営をすべき
である

31.保育者の力量は，保育経験年数に，ほぼ比例する

12.幼児は年齢別での活動では，クラス活動時以上の，規律ある行動をする必要がある

13.幼児は，園生活上で大事なことは，まず担任の保育者に話すべきである

35.保育職は，社会的に価値のある仕事である

34.保育職は，社会と文化，人間の未来に直接関わる，公共的使命のある職業である

32.幼児と保育者の信頼関係の上に，よい教育活動が実現する

33.幼児の活動の成果は，その能力よりも，努力の質と量に関係が大きい

30.保育の理論よりも，実践に基づいた経験が，保育を行う際の一番の力になる

20. クラス運営は，クラス集団の全体の向上が基本である

9.幼児は園で，自分から進んで活動に，参加する態度が望ましい
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-.05 .051 .871 -.l4 

10.幼児はクラスのきまりを守り，他の幼児と協調していこうとする態度が望ましい .05 .041 .821 -.l3 

11.幼児は担任の保育者の指導を，素直に聞く態度が必要である .23 -.08 1 .60 1 .08 

6.幼児は，どの保育者の言うことも，素直に聞くべきである

26.保育者と幼児は，親しき中にも，毅然たる一線を保つべきである

22.幼児の保育や生活の指導などには，ある程度の厳しさが必要である

15.幼児は保育活動中に，挙手の仕方・発言の仕方など，規律のある態度が必要である

29.保育者は，教えなければならない内容が多いので，効率的な保育の方法を身につ

ける必要がある

2.保育者は，年間の保育の進め方の大枠は，指導書を参考にすべきである

8.幼児は自分だけが伸びる・進むことを考えるのではなく，クラスの友達全体を考
えて行動すべきである

25.保育に対する保育者の熱意は，必ず幼児に伝わるものである

因子間相関

11 
111 
IV 

-38 -

.35 ・.l01 .361 へ03

-.10 -.02 ・.l61 .72 

-.37 .15 .141 .60 

.32 -.l6 ・.021 .59 

.12 .l2 .021 .48 

.04 -.03 ・.171 .44 

.14 ・.12 .361 .41 

-.11 .08 .171 却

11 111 IV 
.29 .48 .48 

.30 .29 

.48 



i翠翠週

表 1 質問項目の内容

質問項目

1.保育者はその指示によって，クラスの幼児に規律ある行動をさせる必要がある

2.保育者は，年間の保育の進め方の大枠は，指導書を参考にすべきである

3.保育者は，親に見せる幼児の客観的な評価を取り入れることが必要である

4.保育者にとって，保育実践上一番大事なものは，保育技術よりも保育者の人間性である

5.幼児は園生活を通して，集団のきまり・社会のきまりを，身につけなければならない

6.幼児は，どの保育者の言うことも，素直に開くべきである

7.忘れ物の多い幼児は，意欲に欠ける幼児が多い

8.幼児は自分だけが伸びる・進むことを考えるのではなく，クラスの友達全体を考えて行動すべきである

9.幼児は園で，自分から進んで活動に，参加する態度が望ましい

10.幼児はクラスのきまりを守り，他の幼児と協調していこうとする態度が望ましい

11.幼児は担任の保育者の指導を，素直に聞く態度が必要である

12.幼児は年齢別での活動では，クラス活動時以上の，規律ある行動をする必要がある

13.幼児は，園生活上で大事なことは，まず担任の保育者に話すべきである

14.幼児は園では，担任の保育者を親代わりの存在として，接することが大事である

15.幼児は保育活動中に，挙手の仕方・発言の仕方など，規律のある態度が必要である

16.幼児は保育活動中，保育者の指示どおりに行うことが必要である

17.保育者の指導に素直に従う心がけが，幼児にとって大きな教育効果が生まれる

18.問題のある幼児，難しいクラスは，ベテランの保育者が担当することが必要である

19.幼児は明るく元気に，園生活を送ることが大事である

20.クラス運営は，クラス集団の全体の向上が基本である

21.保育者は園の保育方針・日々の保育活動を，保護者会などを通して，保護者に説明することが大事である

22.幼児の保育や生活の指導などには，ある程度の厳しさが必要である

23. クラス運営上，他の保育者から批難や指摘をされないようなクラス運営をすべきである

24.担任するクラスに対する保育者の責任は，とても大きい

25.保育に対する保育者の熱意は，必ず幼児に伝わるものである

26.保育者と幼児は，親しき中にも，毅然たる一線を保つべきである

27.保育者には，各人それぞれの保育者としてのタイプがある

28.園内研修などで，よりよい保育の方法を追及し，身につけることは，保育活動を続ける上で，とても大事である

29.保育者は，教えなければならない内容が多いので，効率的な保育の方法を身につける必要がある

30.保育の理論よりも，実践に基づいた経験が，保育を行う際の一番の力になる

~.保育者の力量は，保育経験年数に，ほぼ比例する

132.幼児と保育者の信頼関係の上に，よい教育活動が実現する

33.幼児の活動の成果は，その能力よりも，努力の質と量に関係が大きい

34.保育職は，社会と文化，人間の未来に直接関わる，公共的使命のある職業である

35.保育職は，社会的に価値のある仕事である

36.保育者は，少なくとも園では，聖職者の役割を期待されている

37.保育職は，やりがいのある職業である

38.保育職は，幼児に接する喜ぴのある仕事である
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